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●司　会　　松本　和晃ＳＡＡ

●点　鐘　　牛山　裕子会長

●斉　唱　　「我らの生業」

　　　　　　　　　　　伊藤　佳子ソングリーダー

本日の卓話者の紹介　牛山　裕子会長

川崎マリーンRC　轟　淳次様

お客様の紹介　牛山裕子会長

米山奨学生　サルマ・サンゼ君です。

本日最後の例会参加になります。

鈴木昇二会員

一年御苦労様でした。９月から大学院、より頑張って下

さい。10日から13日に峠の釜焚きをやりましたが12日か

ら13日に来て頂きました。薪だけ焚いて手伝ってもらい

ました。楽しんで頂いたようです。

　　　　　　

サルマ・サンゼ君

これが最後の例会かと思うと悲しいです。

学校も18日に卒業式がありました。これから学校に行く

こともないし、友だちとも会えないと思うとさみしいで

す。

この１年間、ロータリーの奨学生になり得たものがたく

さんあります。奨学金だけではなく、たくさんの方々と

出会い交流できて、貴重な体験が出来ました。いろいろ

なイベントにも参加させていただき、ラッキーだなと思

いました。ロータリーの奨学生になった事を誇りに思

い、今後も頑張っていきたいと思います。皆さん是非今

後も宜しくお願いします。１年間大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。

来訪ロータリアン紹介　中村　孝親睦委員長

厚木中RC　竹内祥晴殿

神奈川RC　山室宗作殿

川崎RC　山本浩文殿

川崎マリーンRC　鈴木慎二郎殿

会長報告　　　　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

・台北西門RCから頂戴した記念品がございます。皆様に

ご披露させていただきます。西門RCで荒川RCの方とおめ

にかかりまして、バナーのをいただきました。これから

当クラブのバナーをお返ししようと思います。

・本日の例会は、後で皆様が思い返すと本年度の記憶に

残らなければいけない例会になると思います。

特に厚木からわざわざおいでいただき、皆さんが竹内さ

んもう一度戻ってくるのといわれていますがせっかく頑

張って厚木にお送りしたので、厚木に慣れてください。

時々こちらにいらしたら、こちらにも寄ってください。

お待ち申し上げます。
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幹事報告　　　　　　　　　　　　　　　水口　衛幹事

台北西門同行した皆様、お疲れ様でした。

・3月22日水曜日　午前　さくらポスターの掲示事業

　出欠の回覧します。ご記入お願いします。

・川崎南RCより創立記念メモリアル例会のご案内

　4月4日火曜日　午後5時30分より受付開始

　日航ホテル11F

　集団行動でお馴染みの清原教授（日本体育大学）をお

招きしての講演になります。多くの方、ご参加くださ

い。参加される方はご記名お願いします。（登録料は無

料です）

・各クラブ例会変更回覧します。メイクにお役立てくだ

さい。

メークアップ

宮山光男会員、林　鶴会員、安藤賢一会員

スマイルレポート（ニコニコボックス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　須山　文夫副会長

川崎マリーンRC　轟　淳次様

ご無沙汰いたしております。本日は拙い卓話時間を頂き

ありがとうごさいます。

厚木中RC　竹内　祥晴様

お久しぶりです。今日はよろしくお願いいたします。

神奈川RC　山室宗作様

久々におじゃまさせていただきました。

皆様には大変お世話になっております。

川崎RC　山本浩文様

メークアップお世話になります。

川崎マリーンRC　鈴木慎二郎様

お世話になります。大師様の例会、勉強させて頂きます。

猪狩佳亮会員

（1）台北西門RC４０周年ご出席の皆様、大変お疲れ様

でした＆ありがとうございました

（2）サルマサンゼくん、今後の大活躍を期待します

嶋崎嘉夫会員

台湾では、息子が大変お世話になりまして、ありがとう

ございました。

島岡栄基会員

先日は、鈴木幹久会員にお世話になりありがとうござい

ました。

野澤隆幸会員

・西門RC創立40周年記念式典参加ご苦労様でした。

・家内に３月誕生祝の花。お心遣いに感謝し、喜んでい

ました。

渡辺冨士夫会員

轟様卓話を楽しみにしてます。宜しくお願い致します。

中村眞治会員

１．轟さん、鈴木さんようこそいらっしゃいました。卓

話を楽しみに

２．宮山P.P　台北ではタクシー、食事と　大変お世話

になりました。

竹中裕彦会員

①轟ガバナー・ノミニーディジグネイト、本日は宜しく

お願い致します。

②台北西門４０周年参加の皆様、お疲れ様でした士林夜

市で中村監督の捜索願を出そうとしたら私の財布が捜索

されました！

出席報告　　　　　　　　　　　　石渡利治出席委員長
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竹田正和会員

・3.11から６年が経ちました。犠牲者の方に哀悼の意を

表し、3/17よりの彼岸の１週間に偲びたいと思います。

牛山裕子会長

轟淳次様、ご繁忙の中、貴重な時間をお割き頂きありが

たく存じます。月間卓話「水と衛生」を拝聴し、当クラ

ブでグローバル補助金活用の途が開らけますよう願って

おります。

本日のニコニコのテーマ

「轟様、本日の卓話楽しみにしています。

　　　　　　　　　　宜しくお願いいたします。」

山村宗作様、内田省治会員、秦　琢二会員、

宮沢和徳会員、竹田正和会員、磯田　稔会員

伊藤佳子会員、永松慎太郎会員、小林勇次会員

水口　衛会員、鈴木昇二会員、岩井茂次会員

野澤隆幸会員、沼田直輝会員、鈴木幹久会員

矢野清久会員、寺尾　巌会員、遠藤悦弘会員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６,０００円

国際奉仕委員会　猪狩佳亮委員長

先週金曜日から日曜日に台北西門RC40周年記念式典に11

名の会員と嶋崎会員の息子さんの12名で参加をして参り

ました。到着した10日には前夜祭があり台北西門RCと当

クラブの間とで姉妹協定の更新に会長代理の水口幹事と

国際奉仕委員長の私とで署名をしてまいりました。

前夜祭はたいへん盛り上がりました。11日午前11時から

記念式典でガバナーや、近隣クラブの皆様、姉妹クラブ

の皆さんが集まって盛大に４時間の式典がとり行われま

した。当クラブから参加者の皆さんの受益者負担を含め

た20万円の祝い金等ご協力頂きながら大師さまのお護

摩、会員の方全員の御守をお渡ししてきました。台北西

門RCの会員数は50名前後というところで、当クラブと規

模としては似ているのかなというところです。

参加された会員の皆さんが無事に怪我、事故無く戻って

これたということで国際奉仕委員長としてほっとしてい

るというところです。

親睦活動委員会　中村孝委員長　

3月22日水曜日　お花見移動例会となっております。お

間違えないようお願いします。

まだ出欠のお返事をいただいていない方、ご連絡お願い

します。

集金は当日となっています。会費5,000円とニコニコ

1,000円の6,000円を集金します。

会場は恵の本、点鐘は18時です。よろしくおねがいしま

す。

社会奉仕委員会　秦　琢二委員長

3月22日水曜日　10時から殿町小学校においてさくらポ

スターの掲示をおこないます。

夜はお花見移動例会で、桜づくしの１日となります。

出席予定でない方でもお時間がありましたら、10時過ぎ

ても結構ですので殿町小学校近所の多摩川周辺におりま

すのでご協力お願いします。あたたかい服装でおいでく

ださい。

次年度幹事　秦　琢二会員

本日例会終了後13時45分より次年度理事会を行います。

次年度理事の方は御出席をお願いします。

職業情報委員会　鈴木幹久委員長

３分間スピーチ

宮沢和徳会員紹介

プロフィール

①RC入会　2013年7月17日　3年8ヶ月

②出身　神奈川県横須賀市

③学歴　中央大学　理工学部

④職業分類　旅客輸送

　　川崎鶴見臨港バス㈱　代表取締役社長

　　神奈川県バス協会副会長2016～20

⑤RC歴　2014-15年

　　　　エイジングプログラム委員会　委員長　
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３分間スピーチ（宮沢和徳会員）

セールスマンは1日にして成らず

15年前、私が観光バス会社に出向していたころのお話し

をします。

当時はバブル崩壊以降の不況下で貸切バス業界は、法人

需要の激減と規制緩和による零細事業者の参入により赤

字経営となり、従業員の賃金カットで何とか凌いでいた

時期でした。朝、出社して車庫の売れ残ったバスを見る

と気持ち悪くなり、ぞっとしたものです。街の旅行代理

店もあちこちで倒産、踏み倒しに遭うしまつでした。

そこで、私の様な素人でも観光バスの受注営業が出来な

いものかと考えた訳です。当時はアクアラインの出来始

めで、千葉のゴルフ場からバス送迎の仕事がポツポツ入

り始めていましたので、ゴルフ好きな総務課長を誘って

ゴルフ場へ飛び込み営業をした時のお話しです。場所は、

とある高級ゴルフ場でした。

私もゴルフは時々やっていたので正面玄関から堂々と入

り、フロントの女の子にセールスに来た件を伝えると支

配人が出てきまして、お前らチョット来いと言われ、付

いて行くと事務所で叱られてしまいました。

「何様のつもりで営業してるのか。業者には業者の道が

有る、表玄関から入る奴がいるか」言われることが一々

ごもっともで、平謝りでした。それでもコーヒーを飲ま

せてくれて、コースの一部を案内してくれたり、中々人

間味のある方でした。

私はバス会社で育ち、路線バスも立派なサービス産業と

思っていましたが、自分の殿様商売ぶりと、商人として

の意識の低さを思い知らされた事件でした。その後、貸

し切りバスのゴルフ場送迎輸送は予想外に好評で、アク

アライン道路料金が劇的に値下げされるまで市場拡大し

てゆきました。

どんな仕事にも職業の常識、お客様に対するスタンスが

あり、営業マンのサービス精神を宿すには知識でなく修

行が必要であると感じました。それからは、会社に飛び

込みのセールスマンが来ても、笑顔で優しく迎えるよう

にしております。

卓話プロフィール紹介　内田省治プログラム委員長

轟　淳次様(とどろき　じゅんじ)

略歴

昭和18年8月　東京都港区芝生まれ。

昭和40年3月　東海大学卒、その後東京大学機械工学吉

沢研究室に所属し、勉学に２年間励む

昭和42年3月　三和矢崎サービス㈱設立。代表取締役社

長就任。

1993年2月15日　チャーターメンバーとして49歳で入会、

同年5月チャーターナイト副実行委員長として式典をと

りしきる。1998-99年第6代目会長・2013-14年市川ガバ

ナー年度の第１グループ　ガバナー補佐

ロータリーをはじめいろいろなところでご活躍をされて

いる方です。
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卓話

轟　淳次様

川崎マリーンロータリークラブ

D2590地区GG補助金委員

演題「ロータリー財団グローバル補助金の水と衛生」

3月22日は世界水の日です

グローバル補助金を申請をするにあたり、最も大切でよ

り現実味をおびたプロジェクトを可能にするのは、数年

をかけて事前に相手実施国に赴き実施国側提唱者の本音

と実情を聞き出す事が最大のポイントで有ると考えます、

援助国側提唱者の思惑だけで実施計画を進めない事です。

後で述べますが、「測定可能性と評価」と「持続可能

性」の2つを如何にして管理を行うかと言う事です。実

施国側の人々が以下に参加し、与えられた機材を如何に

メンテナンスをするのか、又、メンテナンス技術・現地

での部材調達を如何に伝えるかに全てが関わってきます。

　過去に於いての失敗例は枚挙に暇ないほどございます、

以前の同額補助金・マッチング･グラントの時代から、

例えば井戸を掘り綺麗な地下水を飲料水にし、多くの住

民に寄与したのに、部品が欠損をしてしまいメンテナン

スもできずに放置されたままとか、浄水器を設置はした

が、前段と同じ状況で停止したままとか、単にモノを与

えるだけの片手落ちの状況でした。

グローバル補助金は、以下のような大規模なプロジェク

トと活動に使用できる。

・重点分野のいずれかに該当すること。

重点分野とは、1.平和と紛争予防・紛争解決　2.疾病予

防と治療　3.水と衛生　4.母子の健康　5.基本的教育と

識字率向上　6.経済と地域社会の発展　この6つが重点

分野と成ります。

・地域社会で特定されたニーズに応える。

・地域社会の人々が積極的に参加する。

・地元の人々の知識、スキル、リソースを向上させる。

・ロータリークラブまたは地区が活動を終了した後も、

地域社会に長期的に持続可能な恩恵をもたらす。

・測定可能な成果を残す。

・ロータリアンが積極的に参加する。

グローバル補助金の原資は

先ずは、毎年一人様120ドル以上のご協力を賜りご寄付

を頂いております資金をRIは、ファンドを組み資金運用

をして運用益を含んだ資金が3年後に地区にDDF(地区財

団活動資金)として50%が戻ります、

グローバル補助金のプロジェクト予算は少なくとも

30,000米ドル以上とし、そのうちグローバル補助金とし

てWF(国際R財団活動資金)から最低15,000ドルが授与さ

れる。授与額は、提唱者からのDDF(地区財団活動資金)

に対して同額(100%)、現金寄付に対して半額(50%)の割

合で計算される。グローバル補助金支給には、2者の代

表提唱者が必要である。

一方は活動が実施される国内の実施国側提唱者、もう一

方は国外の援助国側提唱者となる。双方の提唱者は、補

助金を受領するための資格認定(MOUは次年度会長又はR

財団委員長がセミナー参加し、サインをする)を受けて

いなければならない。

重点分野の水と衛生

目的:ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような

形で、人々が水と衛生設備を持続的に利用出来る様にす

る活動を支援します。

目標:1.地域社会に於ける安全な水の公平な供給及び提

供、衛生設備や衛生状況の改善。

目標:2.持続可能な水設備と衛生設備の設置、資金調達、

維持管理を地域社会が自ら行っていく為の技能向上。

目標:3.安全な水と衛生の重要性について、地域社会の

人々の認識を高めるためのプログラムの支援。

目標:4.水と衛生に関連した仕事で活躍していく事を専

門職業人の為の奨学金支援。

測定可能性と評価

・補助金の効果や成果が持続するかどうかが重要視され

ます。

・成果を測定する事で、プロジェクトがどの程度の影響

をもたらしたかを把握し、将来のプロジェクト計画に役

立てる事が出来ます。

・計画の段階から成果の測定方法を決めて於き、補助金

の申請時にそれを詳しく説明します。

・目標は、量と質の両面で測定で（数で表し、言葉で明

確に説明できる）ものとして下さい。

ロータリーの「持続可能性」とは、補助金プロジェクト

の終了後にも、現地の人々が自力でニーズに取り組める

よう支援し、長期的な解決策をもたらすことを意味して
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います。この「持続可能性」の要素を盛り込むための

6つのステップをご紹介します。

1）地域社会のニーズと強みを調査する

プロジェクトが実施される国の提唱者が地域社会のニー

ズ調査を実施。特定されたニーズのうち、補助金で支援

できるニーズは何か、地元の人々の価値観や文化を考慮

してどのような活動ができるか検討する。計画立案の段

階から、地元の他団体に参加してもらう。

2）現地で物資を調達する

可能な限り、設備や物資、テクノロジー機器は現地で調

達する。また現地で調達できる部品を使った製品を選ぶ。

テクノロジーや物資を選ぶ際には、地元の人々に参加し

てもらい、設備の使用、維持、修理を自分たちで行って

いけるよう研修を行う。

3) 現地の資金源を確保する

プロジェクトの長期的な運営、設備や機器の維持・修理

費を賄うための地元の資金源があることを確認する。プ

ロジェクトのために物やサービスを提供する人と業者に

は、継続的にプロジェクトにかかわってもらえるよう、

適切な報酬を与える。

4）研修、教育、呼びかけを行う

現地の人々が自力でニーズを満たしていく力をつけられ

るよう、研修、教育、啓蒙活動を行う。研修を受けた

人々が、学んだ知識をさらに多くの人に伝えていくため

の計画を立てる。必要に応じて、専門知識を持つ地元団

体の力を借りる。

5）恩恵を受ける人びとにも関与してもらう

補助金が全額使われた後にも、受益社会が自力でプロジ

ェクトを継続できるようにする。具体的には、支援の対

象となる人びとやプロジェクト参加者に継続的に関与・

協力してもらうためのインセンティブを提供したり、プ

ロジェクトの成果を長期的に保つため、現地でリーダー

的役割を引き受けてくれる人を探す。

6）モニタリングと評価を欠かさない

明確で測定可能なプロジェクト目標を立て、プロジェク

トのデータを集める方法を決める。評価に用いる基本デ

ータを記録し、少なくとも3年間どのような変化がもた

らされたかを具体的に示せるようにする。

謝辞　　　　　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

轟様ありがとうございました。

私は本当にグローバル補助金を何とか活用させて頂きた

いと今、ネパールの話が出ましたが、２年前の国際大会

の時にカタールでトランジットしました。

するとそこに偶然ネパールのガバナーがいてお話しをし

ました。ちょうど震災の後でした。

大変に苦労して、何がどうなっているのかわからない

教育も出来ない、もちろん水もトイレもありません。

これこそ世界のロータリーの方々にご協力いただきたい

ですという話をうかがいました。

地区補助金だけではなく何とかして、当クラブでグロー

バル補助金を活用して何か事業をやってみたいと思って

おります。

皆様、今日の卓話をお聞きになってそういうおもいをさ

らに募らせてくだされば大変うれしくおもいます。

本日はありがとうございました。

●点　鐘　　牛山　裕子会長

ゲストの方々、ビジターの方々最後までおつきあいいた

だきありがとうございました。

点鐘したいと思います。

日時：平成２９年４月５日㈬は

　　　通常例会例会

　　「ロータリーの友」精読です。

小林　勇次／秦　琢二／沼田　直輝
クラブ
会　報
委員会


